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■ 主な歳出

1 庁舎放送設備更新工事 6,500 千円

放送設備の故障に伴う設備の更新工事を実施

2 ふるさとあわらサポート基金事業 81,200 千円

ふるさと納税の見込増に伴う返礼品、委託料等の増

　返礼品 59,800 千円

　委託料その他事務費 21,400 千円

3 広域生活路線等維持対策補助金 1,805 千円

京福バス（株）及びケイカン交通（株）に対する路線バス運行に係る補助

4 芦原温泉駅東口駐車場ループコイル入替工事 2,000 千円

ゲートバー開閉時の車両検知装置（ループコイル）の老朽化による入替工事

5 物価高騰対策支援金 23,302 千円

県補助金の対象期間拡大に伴い、令和６年８月から令和７年３月までの 県：1/2

物価高騰分を各社会福祉施設に対して補助

【福祉課】障害者福祉施設分 5,922 千円

【子育て支援課】私立認定こども園分 2,150 千円

【健康長寿課】高齢者福祉施設分 15,230 千円

6 参加支援事業委託料等補償金 2,721 千円

令和２年度から令和５年度までにあわら市社会福祉協議会に委託した

社会福祉事業関係委託料の消費税未払い分に係る補償金

　参加支援事業委託料補償金 474 千円

　地域住民福祉活動推進事業委託料補償金 316 千円

　家計改善支援事業委託料補償金 211 千円

　自立相談支援事業委託料補償金 1,720 千円

令和６年度　一般会計補正予算（第８号）の概要

　補正予算として209,775千円を増額し、予算の総額を16,338,582千円とする。
（前年同期比（令和５年12月補正後）　905,656千円、5.9％増）
　※ R5.12：15,432,926千円

　歳出では、ふるさとあわらサポート基金事業、市内企業拠点拡充事業補助金、企業立地助成
金等に要する経費を計上するほか、児童手当及び児童扶養手当の制度改正に伴う扶助費の増
額を補正する。
　また、物価高騰の影響を鑑み社会福祉施設に対する支援金支給に係る経費を計上するととも
に、米価高騰に伴う給食用原材料費の増額等の所要の補正を行う。

　歳入では、国県支出金、基金繰入金、市債、繰越金等を計上する。
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7 障害者自立支援給付事業 38,000 千円

各種扶助費の執行見込額の増に伴う増額 国：1/2、県：1/4

　

8 児童手当支給事業 19,000 千円

国の制度改正に伴う増額 国：35,698千円

　主な改正内容 県：△10,483千円

　　・支給対象年齢の拡充（中学生相当→高校生相当） 市：△6,215千円

　　・第３子以降の手当額の拡充（15,000円/月→30,000円/月）

　

9 母子・父子医療費助成事業 3,300 千円

母子・父子医療費助成の執行見込額の増に伴う増額 県：1/2

10 児童扶養手当給付事業 3,000 千円

国の制度改正に伴う増額

　主な改正内容

　　・所得制限額の緩和

　　・第３子以降の加算額の増額

11 私立認定こども園施設型給付金 49,000 千円

私立認定こども園職員の処遇改善による給付金の増額等

県：9,051千円

12 予防接種事業 11,200 千円

子宮頸がん予防ワクチンの接種者数の増に伴う委託料の増額

13 有害鳥獣駆除事業 3,100 千円

クマ出没回数及びイノシシ捕獲数の増による増額 県：426千円

14 市内企業拠点拡充事業補助金 20,000 千円

市内企業による工場増設（１件）に伴う補助

15 工業導入促進経費 40,840 千円

・雇用促進奨励金 1,000 千円

・勤労者定住促進事業補助金 540 千円

・企業立地助成金 39,300 千円

16 給食用原材料費 2,900 千円

米価高騰に伴う増額

17 図書館活動事業 546 千円

寄：10/10

児童書及び書棚を整備

　児童書：471千円、書棚75千円

子育て支援に対する明治安田生命保険相互会社からの寄附金を受け、

商工労働課

給食センター

文化学習課

商工労働課

繰：20,000千円

国：1/3

子育て支援課

国：34,588千円

子育て支援課

農林水産課

子育て支援課

福祉課

子育て支援課

子育て支援課
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■ 主な歳入

1 101,200 千円

2 11,651 千円

3 19,000 千円

4 9,500 千円

5 35,698 千円

6 △10,483 千円

7 1,650 千円

8 1,000 千円

9 34,588 千円

10 11,771 千円

11 △2,720 千円

12 426 千円

13 546 千円

明治安田生命保険相互会社からの子育て支援に対する寄附金

14 46,044 千円

15 市債 △54,900 千円

　・農林水産業債 △59,200 千円

　・土木債 4,300 千円

■ 債務負担行為の追加

1 相談支援事業委託料（R6～R8） 16,800 千円

2 基幹相談支援センター事業委託料（R6～R8） 17,800 千円

3 継続的支援事業委託料（R6～R8） 16,400 千円

重層的な支援体制を構築し、障害者等が身近な地域で相談できるよう行政窓口以外の充実を図る

4 家族介護継続支援費（R6～R7） 10,800 千円

在宅で生活する要介護者に対し紙おむつを支給することで、介護者の負担軽減を図る

5 小学校スクールバス運行業務委託料（R6～R7） 59,842 千円

6 中学校スクールバス運行業務委託料（R6～R7） 55,806 千円

7 はたちのつどい記念アルバム制作委託料（R6～R7） 590 千円

8 トリムマラソン記録計時業務委託料（R6～R7） 1,446 千円

福祉課

福祉課

健康長寿課

子育て支援課

教育総務課

教育総務課

文化学習課

スポーツ課

財政課

福祉課

図書購入寄附金 文化学習課

農林水産課

前年度繰越金 財政課

（県）物価高騰対策支援事業補助金 福祉課ほか

（国）障害者自立支援給付費負担金 福祉課

ふるさとあわらサポート基金繰入金 市民協働課

（県）認定こども園運営費負担金 子育て支援課

（県）鳥獣害のない里づくり推進事業補助金

（県）障害者自立支援給付費負担金 福祉課

（国）児童手当負担金 子育て支援課

（県）母子家庭等医療費助成事業補助金 子育て支援課

（県）施設型給付費等事業費補助金 子育て支援課

（県）児童手当負担金 子育て支援課

（国）児童扶養手当負担金 子育て支援課

（国）認定こども園運営費負担金
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順　位 タ　　イ　　ト　　ル 月

第１位
北陸新幹線芦原温泉駅開業！関連イベ
ントも続々と開催！

3月

第２位
能登半島地震発生、500を超える家屋
に被害

1月

第３位
竜王戦あわら対局、福井で初の開催！
名勝負を彩る勝負めし

10月

第４位 中学生の学校給食費を無償に！ 10月

第５位 子ども議会開催 7月

第６位 伸びる、ふるさと納税 -

第７位 賑わうアフレア、道の駅 -

第８位 進む、ゼロカーボンシティあわら -

第９位 進化する情報発信とDX -

第10位 上下水道事業包括的民間委託業務開始 -

　2024年　あわら市10大ニュース
概　　　　要　　　　説　　　　明

令和６年３月16日（土）あわら市制誕生20周年を迎える年に、北陸新幹線芦原温泉駅が開業しました。開業を記念し、3月16日（土）と17日（日）の2日間、芦原温泉駅周辺およびあわら温泉湯のまち広場周辺
で「新幹線歓迎会」を開催し、市内外から大変多くのお客様をお迎えしました。
また、第21回トリムマラソンに開業記念として小島よしおさんをお招きしたほか、オリンピック選手によるカヌー体験会、金津創作の森美術館による企画展の開催、北潟湖畔花火大会など様々な催しが開催さ
れ、新幹線を迎えた市を賑やかに彩りました。

令和6年１月１日午後4時10分頃、石川県能登半島でマグニチュード７．６、最大震度７の揺れを観測する大地震が発生しました。あわら市においても震度５強を観測し、500を超える家屋に被害があったほか、
道路の崩落や断水、液状化現象による国影グラウンドや吉崎汀公園の地盤沈下など相当数のインフラ被害も発生し、市民の生活に大きな影響を及ぼしました。

市ではこの地震を受けて、地域防災力強化のための補助金の創設や指定避難所の拡充、学校体育館への空調整備、中央公民館の避難所機能の強化など、災害に強いまちづくりを進めています。

10月19日（土）と20日（日）、あわら温泉「美松」にて「第37期竜王戦七番勝負第2局あわら対局」が福井県で初開催され、藤井聡太竜王と佐々木勇気八段による白熱の対局が多くの将棋ファンを魅了しまし
た。前夜祭や大盤解説会などの関連イベントも盛況を博し、あわら市内には県内外から多くの将棋ファンが訪れました。

また、7月から募集された「勝負めし」には市内38事業所から62品の応募があり、その中から選ばれた勝負めしやドリンク、スイーツなど計38品目がメニューブックに掲載されました。両棋士が選んだメニュー
はSNSでも話題となり、地域の飲食店や特産品の魅力を発信する良い機会となりました。開催期間中には「あわら市」の名前が多くのネットメディアやSNSで取り上げられ、新幹線開業を迎えた市にとって大き
なPR効果をもたらしました。

令和４年９月から実施してきた小中学生に係る学校給食費の半額支援を更に補強し、令和６年10月から中学生の学校給食費を全額支援し、子育て世代の経済的負担の軽減を図りました。

芦原・金津両中学校の生徒16名が子ども議員となり、市政に対する質問や提案を行いました。中学生は緊張しながらも、自分で調べたことをしっかりとした言葉で発言していました。未来のあわら市を背負う
中学生の意見に、市長や市議会議員も真剣に耳を傾けていました。

令和5年度は、返礼品の新規開拓や既存の磨き上げを進めるとともに、新規ポータルサイトの導入や東京駅構内で初となる出向宣伝のほか広告展開による返礼品PRの強化に努めた結果、7億円を超える寄附が寄
せられました。令和６年度についても10月末日時点で、前年同月比130％となるなど、目標額である10億円を目指して、活力あふれるまちづくりにつなげるとともに、あわら市をさらに応援していただけるよう
アピールしていきます。

　昨年４月22日に開駅した道の駅蓮如の里あわらでは、令和５年末までに約41万人のお客様にご利用いただくことができました。道の駅の開駅により、令和５年中に吉崎エリアを訪れた観光客数が1,654.5％も
増加しました。また、芦原温泉駅西口賑わい施設「アフレア」においても、毎月開催されるイベントでは大きな賑わいを見せており、令和５年度の利用者数は110万人を超えるなど、新たなあわら市の玄関口と
して多くの皆様に愛される場所となっています。

「ゼロカーボンシティあわら」の実現に向け、庁内部局を横断したゼロカーボンシティ推進チームを設置し、その第一歩としてＥＮＥＯＳ株式会社と脱炭素化に向けた包括連携協定を締結し、3月に複数の市内
温泉旅館や公共施設にＥＶカーシェア事業を展開しました。また、脱炭素化への市民の意識醸成を図るため外部専門家を招き、市内中学校への環境学習の実施や、再生可能エネルギーへの補助制度など脱炭素
化に向け、各種事業に積極的に取組んでいます。

あわら市では、市の魅力や行政サービスを効果的に発信するため、「DX・情報発信戦略室」を設置し、SNSやホームページなどを活用した情報発信を強化しています。プロモーションの専門家やインフルエン
サーを活用し、市全体で一体感のある広報戦略を策定。また、地域活性化起業人として三輪武寛氏を迎え、シティプロモーションの推進に力を入れています。同時に、DXを活用して行政手続きの電子化や
キャッシュレス決済の導入、「スマホ・タブレットよろず相談所」など市民サービスの利便性向上を図り、市民にとって住みやすく魅力的なまちづくりを目指しています。

市内上下水道の施設更新を加速するため、専門人材を要する民間企業に施設維持管理や料金徴収、工事等の業務の一部を委託する包括的民間委託業務を開始しました。



主催／あわら市、あわら市男女共同参画ネットワーク
共催／福井人権擁護委員協議会あわら市部会　 協力／あわら市男女共同参画推進市民会議

【お問い合せ】 あわら市創造戦略部市民協働課  TEL.0776-73-8003

入場
無料

12：30～ 楽童・風舞伎による和太鼓演奏
13：40～ 入賞作品の表彰式（男女共同参画に関する感謝状・図画）

14：40～ 講演「謎の女流作家・紫式部と平安ジェンダー」

14：10～ 市民会議 啓発企画
『感謝状・図画作品入賞者にインタビュー！』

感謝状・図画の入賞作品の紹介、感謝状入賞作品の朗読

2024年大河ドラマ『光る君へ』の主人公紫式部に
ついてご講演いただきます！

オープニングアトラクション  

と うご

後藤 ひろみ氏

あわら市中央公民館 大ホール

- ジェンダー平等の実現を目指して -

第21回

あわら男女共同参画のつどい

令和6年12月1日（日）
〈受付 12：20～〉

12：30～15：40

当日は、人権啓発物を配布いたします。 
（配布時間12：20～13:20、 なくなり次第終了）
また、人権特設相談所を12：30～13:30開設します。

福井市生まれ。2010年に「ふくい歴女の会」を結成。
2014年、県立歴史博物館に「歴博茶房 ときめぐる、
カフヱー。」を開業。2017年からコミック版日本の
歴史の原作を担当し、「紫式部」等15作品を出版。
2023年には、福井県歴史活用コーディネーターを
委嘱され活動を行う。

講師プロフィール

ふくい歴女の会 会長
ふくい県歴史活用コーディネーター






